
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●会長挨拶 関正己会長 

 

こんにちは、会員の皆様に１週間のクラブ内の動きをお知らせいた

します。先日（１日）は親睦委員会の会合がもたれ、12 月 25 日夜間

家族例会、そして１月６日の新年賀詞交換会の内容について詰めまし

た。また、本例会の直前に職業奉仕委員会が会合を開き、屋外移動例

会、勝浦小学校での料理教室などの内容についてセッションを行いま

した。それに平行して指名委員会、会長エレクトに依る次年度理事役

員の人選についてのセッションが行われました。 

話は戻りますが、先週、例会の後社会奉仕理事の牧野氏から上伸の

ありました新世代奉仕委員長 渡辺ヒロ子さんの所属する勝浦アン

サンブル同好会についての協議を行いました。それによりますと、今、

渡辺ヒロ子さん率いる同好会が通算１万人の観客を目指し、3・11 の

東日本大震災で被災された多くのみなさまの為にチャリティコンサ

ートを企画しているとのことです。ついては、勝浦ロータリークラブ

に後援者になっていただきたい。というより、すでに勝浦市教育委員

会が後援者、協力としてホテルブルーベリーヒル勝浦が名乗り出てい

ます。RI としては、ポリオプラス、識字率の向上、きれいな水の提供、

などのグローバル補助金、また、交換留学生制度により、将来の世界

に友を作る事や、日本のロータリーとしては米山奨学金のような海外

からの留学生の援助など沢山の事を行っています。 

では勝浦ロータリークラブとしてはなにを、どんな事を、している

のだろう。・・・先般、勝浦ロータリークラブの広告を作ります。と

言いましたが、正直あまり世間に訴える事が行われていないような気

がいたします。勿論前記のことには参加していますが、そんなとき渡

辺ヒロ子さんからのお話があり、一つの指標ができたかな、と思った

わけです。幸い臨時理事会にて満場一致の承認を得て全力でお応援を

することとなりました。今後渡辺ヒロ子さんに限らず、このような事 
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◆12 月２日（金）のプログラム 

（ゲスト卓話） 

 元筑波大講師 カイザー氏 

 

◆12 月の例会予定 

・12 月 9 日（クラブ年次総会） 

・12 月 16 日（ゲスト卓話） 

 西原税理士 

・12 月 23 日（休会） 

   ↓ 

・12 月 25 日（クリスマス家族例会） 

 

◆１月の例会予定 

・1 月 6 日（賀詞交歓会） 

・1 月 13 日（クラブフォーラム） 

・1 月 21 日（職場訪問） 

・1 月 27 日（会員卓話） 
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が有りましたら、積極的に取り上げて活動したいと思

いますので、皆さんどんどん提案してください、宜し

くお願いいたします。 

追伸：RI 理事指名委員会から 2013-2014 第一ゾーン

理事指名委員会は RI 理事に日本国埼玉県、浦和東ロー

タリークラブ会員、北清治氏を指名したとの報告が郵

送されて来ました。 

 
●幹事報告 漆原摂子幹事 
１．12 月 4 日(日)鋸南ＲＣ創立 45 周年記念式典 

２．本日例会終了後、理事会の開催 
 
●委員会報告 
◆職業奉仕委員長 渡辺ヒロ子君 

 

 先ほど会長よりご紹介いただきましたアンサンブル

同好会の後援になっていただいたことについて御礼申

し上げます。このチャリティーコンサートは、単発に終

わってしまうものではなく継続して行ってこそ意味が

あるということになり、１万人チャリティーコンサート

という目標を立てて、延べ１万人になるまで継続して支

援活動をしていこうということになりました。 
 コンサートの中で集まった資金は、具体的にあしなが

育英会等に送っていければと思います。 
 12月 10日に実施しますので、是非ご家族や知人を誘
っていただければと思います。 
 
●ニコニコＢＯＸ 
○配偶者誕生日 
◆石井美香子君 

 

クラブ会報委員会：週報についてのご意見、原稿・写真データをお寄せください。  
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 11 月 28 日で（夫は）63 歳になりました。ねずみ年

のせいかちょろちょろ動き回って、家事全般すすんで

やってくれていますので助かります。洗濯やごみ出し、

朝食に支度までやってくれる珍しい夫です。 
 
○結婚記念日 
◆関一憲君 

 
 15 回目の結婚記念日です。いつもは僕が忘れていま

すが、今回の記念日は妻が忘れていました。 

 

◆千葉正徳君 

 
 38回になると思います。妻は多趣味でハギレなどを
作っています。今は村石さんのポッポの丘に大量に卸

してすごいお金を稼いでいるように聞いております。

これからも元気で頑張ってもらいたいです。 
 
◆渡邉昌俊 

 

 26 歳で結婚し、18 年経ちました。前日まで記念日を

覚えていましたが、当日言うのを忘れてしまいました。

娘に翌日フォローで私の代わりに「おめでとう」と言

ってもらったら妻の機嫌がなおりました。 

 

◆高梨薫敏君 

 



●ゲスト卓話 
元筑波大講師 カイザー氏 

 

現在 65 歳で、ドイツは 21 年、イギリスなど英語圏に

は 15 年、日本には 29 年住んでいます。 

 昭和 41 年にチャンスがあり初来日、その時 20 歳。「か

わいい子には旅をさせろ」ということで、父は私を苦労

させるためにお金を出してくれて「世界一周してこい」

と言われ、貴重な体験をすることができました。例えば

船でドイツからニューヨーク、更に船でサンフランシス

コから横浜、という移動をしていました。本当はもっと

色々なところに行く予定でしたが、日本に半年くらい京

都に滞在し、独学で日本語を勉強しました。そしてドイ

ツに慌てて戻って大学で日本を研究しました。 

 明治の中ごろから 80 年もの間、日本に関する研究が全

くされておらず、日本がずっと停滞していました。その

停滞から脱出したのが、不思議なことに第二次世界大戦

なのです。日本では英語を禁止していたらしいが、イギ

リスとアメリカでは軍の学校で一生懸命日本語を教えて

いました。 

 昭和 46 年再来日し、東京の生活を 7～8 年したが、当

時東京の印象は今の勝浦、いやもう少し昔の勝浦だった

かも知れません。スーパーマーケットもなく、魚屋、八

百屋、肉屋などで買い物をし、夜は銭湯や近くの飲み屋

に行き、他人とは挨拶やおしゃべりがあった。今の東京

は、人間の住むところではなくなってしまった。人が多

いし、行儀が悪い、「すみません」という言葉が遣えず、

殺伐としています。 

 ドイツ・イギリスから見た日本の良いところ、気にな

るところですが、良いところは、まずサービス。日本は

誇りを持って良いです。宅配便などは全国どこで買い物

をしても次の日に届きます。これは当然のように皆さん

は思っていますが、どこの国に行ってもないことです。 

次に公共機関がしっかり時間通り動いているというこ 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

 

 

ちょうど今日で 38 回目になります。はたから見ると

順風満帆のように見えますが、船を真っすぐすすめる

にはおも舵、とり舵、かなり自分では苦労をしている

つもりです。あと２年で 40 年、妻に叱咤されながら

つとめたいと思います。 

 

○自主申告 
◆村石愛二君 

 
 ポッポの丘では、たまごだけではなく、工芸品等手

作りの物も置いてあります。千葉さんや中村さんの奥

様から玄人を超えちゃうんじゃないかという作品を

たくさん出してもらっています。是非一度見においで

ください。 
 
◆釜田英之君 

 
 今日配布のガバナー月信に東日本大震災の支援金

の使途についての記事が載っております。昨年 10 億

円位のお金が集まりましたが、1億 2千 3百万円が昨

年度中に配布され残りのお金を織田さんが取りまと

めた案件が今年のガバナー会で否決されましたが、や

っと数地区でまとまって大学と専門学校にするとい

う形に限定しての支援事業を展開しようとなったと

いう記事です。 

 

◆渡邉ヒロ子君 
 12月 10日に行われるチャリティーコンサートのチ

ラシについて、読売、朝日、毎日、産経新聞に協力し

ていただき無料で折り込みチラシを入れていただき

ました。また勝浦市内、全保育園、小学校、中学校に

は配布されました。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 とです。ドイツは当たり前のように電車が遅れてきま

す。ロンドンなどは、30 分に１本くらいの電車が「キ

ャンセル」となります。その理由は、運転手が現れない

ことがあるからです。 
 次に気になるところは、「そういうもんだ文化」と「潮

溜まり文化」があります。 
 そういうもんだ文化は、明治や大正の頃、文字に対す

る危機感がありました。欧米では、文字の文化が４年で

終わるのに対し、日本では 12 年以上かかってしまう危

機感がありました。戦後の高度成長期以来、危機感が全

く無くなって、「表現の自由を損なうから漢字は必要だ」

という訳のわからない理由で逆転しているんです。それ

は言葉と文字の混同だと思います。今現在の状況は、ワ

ープロを使えば全角・半角の文字を併用していますし、

変換入力がうまくいかなかったり…。ある試算によると

経済効果がすごく大きいというんです。 
日本人さえ読めない地名や名前があったり…。 
名前とか地名とかが難しくて読めないことを自慢す

る文化でもあります。難しいものが良く、簡単なものが

いけない…。それが全く今現在では、疑問視されていま

せん。国民的な議論も全くないんです。 
それから「潮溜まり文化」ですが、波が新しいものを

運んでくるんですが、古いものが波でさらわれないよう

なところなんです。漢字で言うと、色々な音読みが伝わ

ってきました。呉音、漢音、唐床音とか…。例えば、お

坊さんの「和尚」ですが、「オショウ」という読み方は

禅宗での読み方で、それが真言宗になると「ワジョウ」

となり、天台宗だと「カショウ」と読みます。同じ漢字

で色々な読み方をしてしまいます。それを整理しない

で、３つの違いを加算的に保存していってしまう。 
漢語は他所から入ってきた言葉ですが、日本古来の和

語にも漢字を当てて、訓読みを作っているんです。これ

は本来全く要らないもののはずなんです。いわゆる「無

用の長物」なのです。基本的な漢字でも 10 種類くらい

の訓読みがあるものも現在使われています。 
それから日本語はあいまいだとか言って、意味を漢字

で区別すると信じている人がいます。例えば「とまる」

という言葉。「車が止まる」「バスが停まる」「ホテルに

泊まる」言葉だけで十分理解できるのに３種類の漢字を

 

 わざわざ使っています。本来中国の区別なのに、日

本語で区別しなくてはいけないという風に思っていま

す。うんちくとしては、一応うけるかも知れませんが…。 

 最後にお隣の韓国と比べると色々見えてきます。 

 韓国でも以前は日本と同じ状況だったが、それを全部

整理しました。今、漢字に対する読み方は一つ。訓読み

はない。漢字も廃止しています。 

 2～3 年前、韓国で読み書き調査をしています。それ

はハングル文字の読み書きであり、漢字は行っていませ

ん。それだと全く読めない人と、読めても意味がわから

ない人を合わせても 7％になります。で、おそらく日本

でやっていたら、漢字のせいで、もっとパーセンテージ

は増えるはずです。しかし、国民的な意識とか危機感と

か、調査して実態を調べることもありません。 

日本では、識字率 99.8％という数字が独り歩きして

います。日本人はみんな読み書きができるので心配はな

いというが、しかしその数字はあり得ません。その理由

は、視覚障害者、学習障害者、登校拒否者、中退者…。 

国が都合の良い数値を出して、都合の悪いことを隠して

いるのではないか。 

 
 
  
 



 
 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

 

 

点鐘      会 長 青木秀夫 
閉会の言葉   副会長 中邑明俊 
 
諸事のお知らせ 幹 事 手塚節 
 
～休憩～ 
 

【記念講演】 
「3.11 後の日本経済の展望」講師：高野孟様 
講師紹介 
謝辞      会 長 青木秀夫 
諸事のお知らせ 幹 事 手塚節 
 
～会場移動休憩～ 
 

【祝賀懇親会】 
2011 年 12 月 4 日（日）13：40～ 

司会 副幹事 吉岡諭史 

開宴の言葉   副幹事 吉岡諭史 
会長挨拶    会 長 青木秀夫 
鏡開き 
乾杯      ガバナー補佐 釜田英之様 
祝宴 
アトラクション 羽村大正琴カトレア会 鮫島和子様 
ロータリーソング（手に手つないで） 
閉宴の言葉   副幹事 吉岡諭史 
 

【記念事業】 
東日本大震災義援金 

【今週の一言】 

●ありがとうという言葉を漢字で書くと、「有難う」となる。難が有ると書く。だからお客様から叱られたり、クレー

ムがあった時は、心の底から言葉に出して「ありがとう」と言えるようになろう。 

●鋸南ロータリークラブ創立 45 周年記念式典
 12 月 4 日日曜日に鋸南ロータリークラブの創立 45

周年記念式典が鋸南中央公民館にて行われました。 

 勝浦ロータリークラブも次年度 50 周年を迎えるに

あたり、中村満君より資料のご提供がありましたの

で、ご紹介いたします。 

 
写真：青木秀夫会長の挨拶 

 

【創立 45 周年記念式典次第】 

2011 年 12 月 4 日（日）13：40～ 

司会 幹事 手塚節 

 

点鐘      会 長 青木秀夫 

開会の言葉   副会長 中邑明俊 

国家斉唱 

ロータリーソング（奉仕の理想） 

来賓紹介    会 長 青木秀夫 

会長挨拶    会 長 青木秀夫 

式典委員長式辞 式典委員長 笹生博夫 

記念事業報告 目録贈呈 

        会 長 青木秀夫 

表彰（チャーターメンバー） 

        会 長 青木秀夫 

来賓祝辞    

国際ロータリー第 2790 地区ガバナー 

       山田修平様 

県議会議員    木下敬二様 

南房総市長    石井裕様 

鋸南町長     白石治和様 

スポンサークラブ館山ロータリークラブ会長 

         石井幹雄様 

祝電披露    幹 事 手塚節 

出席報告 12 月２日（金） 
出席委員会 手塚 明宏 委員長 
会員 出席 ＭＵ 欠席 出席率 

 38 名 28 名 ４名 ６名 84.21％ 

欠席：浅野玄航、内田秀実、斎藤義典、高山裕紹、 

吉野裕子、渡辺保 


